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放課後事業の概要 と 育成センターの待機児童問題

育成センターの需要率は伸び続けている
経験則では、保育所の保育需要率は

ほぼ３年後の育成センターの需要率に近似している
（そして、保育所の保育需要は今も伸び続けている）

「放課後事業」として、西宮市は育成センターと放課後キッズを実施している。
（両事業は根拠法令、サービス内容は異なるが相互に連携しつつ運用している。）

育成センターの需要拡大が急速に進む中
利用ニーズへの対応が課題に

（委託型） （直営型）

申込・登録 必要 必要 不要

登所・降所の管理 有 無 無

費用等 8,200円/月
その他、実費等あり

800円/年
（保険料）

不要

定 員 あり
（基本40人）

なし なし

法的根拠 児童福祉法 社会教育法 社会教育法

国 １／３
県 １／３

国 １／３ 国 １／３

※子ども・子育て
支援交付金

※学校・家庭・地域連携
 協力推進事業費補助金

※学校・家庭・地域連携
 協力推進事業費補助金

放課後キッズ育成センター

補助金

【参考】H29〜R6の放課後キッズの整備状況
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31校



「留守家庭児童育成センターにおける施設整備のあり方」（令和５年３月作成）

「留守家庭児童育成センターにおける施設整備のあり方」（p.5）

「施設整備のあり方」に基づく整備実績
７小学校１１センターで余裕教室を活用
９施設の民設放課後児童クラブを整備
１公民館で育成センター実施

定員 754人増

元々、育成センター整備は、学校敷地内での専用施設整備を
基本としていたが、敷地内での整備スペース確保が困難に

そこで、令和5年に「留守家庭児童育成センターにおける
施設整備のあり方」を策定し、それに沿って整備を進めてきた

しかし、一方では次のような課題も生じている
・教室が空くことを見越していたが、特別支援学級、不登校対応など、
新たな教室の需要が発生

・１階などの利用しやすい部屋を空けることに学校の理解が得られにくい
・待機児童が発生する学校は、児童数が多いため教室が空きにくい

現在の「施設整備のあり方」に基づく余裕教室の改修は
概ね完了しており、現時点で使用可能な余裕教室は、
ほぼ全てが利用されています。

余裕教室を改修し、常設の育成センター施設に

【参考】施設整備費用の比較（概算）

整備費用 

 敷地内に育成センター新築整備 1億5000万円 1800万円/年

 教室改修による育成センター整備 5000万円 1800万円/年

 民設放課後児童クラブ整備（補助金） 1300万円 1700万円/年

運営管理費用 



留守家庭児童育成センター待機児童の将来予測

令和６年度待機児童数 209人（14校）
（国報告件数は民設放課後児童クラブ利用者を引いた174人）

前述のとおり、学校敷地での専用施設の整備は困難、
そして、改修可能な余裕教室も使えるところはほぼ使用した状態

育成センターの整備については物理的に手詰まり状態
このままでは、今後は待機児童が増える一方に

（このままでは令和11年度には 951名の待機発生見込み）

新たな学校施設活用の取り組みを
考えねばならない状況に︕



新たな学校施設活用︓一時利用（タイムシェア）

（出典）こども家庭庁サイト「学校施設の一時利用（タイムシェア）による
放課後児童クラブの実施例」を抽出、加工したもの

学校施設の一時利用（タイムシェア）による
放課後児童クラブの実施例

利用可能施設の不足状況を踏まえた新たな取り組み

学校施設の一時利用(タイムシェア)

タイムシェア
方式とは

放課後の時間帯の特別教室等を
育成センターとして一時利用するもの
（常設ではなく、時間で分けて共用）

タイムシェア
方式の利点

・学校としての使用が可能
・早期の育成センター設置が可能
・多額の整備費用が不要（約50万円）

● 放課後の時間帯の特別教室（家庭科室等）を活用して、タイムシェア型の放課後
児童クラブを開設。

⚫ 使用していない準備室などを活用して放課後児童クラブの専用区画を確保し、
事務室として利用。専用区画が校舎内に確保できない場合には、校舎外に物置を
建てるなどして確保。

⚫ 放課後児童クラブで使用する備品等は、専用区画からワゴン等で運搬。
児童のランドセル置き場は可動式のロッカーを用意。

⚫ 学校、教育委員会、子育て支援部において、あらかじめ学校施設を利用するにあたって
の確認事項（利用日程の確認方法や、利用のルール等）を協議し、確認文書を作成。

※元資料より説明を引用



新たな学校施設の有効活用の推進パターン
・学校施設の有効活用の推進は、すべて一律に行うのではなく、地域・学校施設の状況に合わせ柔軟に進める想定です。

パターンA パターンB パターンC

余裕教室の活用を進めます まずはタイムシェアを推進します
児童数や学校の状況を踏まえながら

将来的な余裕教室の活用も検討します

利用可能な余裕教室がある
もしくは近く生じる場合

今は余裕教室はないが
将来的に余裕教室が

生じる見込みがある場合

今は余裕教室はなく
将来的にも余裕教室の

見込みが見通せない場合

まずはタイムシェアを推進します
児童数や学校の状況を注視しつつ
放課後キッズルーム事業との

連携や運用面の工夫等も検討します

・同じ学校施設を活用する放課後キッズとの
関係性といった放課後施策全体のあり方の
整理が必要となる

・しかし、二つの事業は事業趣旨が異なり、
実施内容や利用者のニーズ、利用料なども
大きく異なるため、実施した場合に生じる
子育て世帯への影響も考慮が必要

・今後、市民ニーズの確認やコスト比較などを
慎重に進め、連携手法やハイブリッド型等
放課後事業の取組について、多角的に検討を
進めていく

令和６年度第１回総合教育会議資料のデータを使用して作成

R6 R12

活用困難 なし 11 4
状況次第 1〜3室 17 9

4〜6室 10 19
7〜9室 2 8

10〜12室 1 2

積極的に
有効活用

一時的転用可能教室数見込み

・いずれのパターンであっても、学校の理解・協力は欠かせません。そして、教職員の新たな負担とならないよう、
管理区分（責任）を明確にして進めたいと考えています。（参考１・２参照）

今後、児童数の減少に伴い
利用可能な余裕教室数が
増えることが予想される



（参考１）学校施設の一時的な利用に係る関係部署間の確認事項（例）
・下記はこども家庭庁・文部科学省の連名通知「放課後児童クラブの待機児童の解消等に向けた学校施設の活用等について」（R5.8.31）に

示された関係部門・学校・事業者等の関係者間における確認事項の例示。
・この内容について、必要に応じて覚書を交わすことについても言及されている。

利用する施設等
の具体的明示

利用する日時

登録児童数と
職員体制

日程調整方法
・事前調整方法
・利用の優先順位
・授業や学校行事の

急な変更時の対応
・施設が利用できない

場合の対処方法 等

動線

管理責任の範囲

緊急時の対応
・事件・事故発生時
・災害発生時
・感染症や食中毒の発生時
・保険や災害共済の範囲 等

経費の分担

その他
・施設等の利用方法
・利用時のルール

（飲食の可否、清掃）
・空調保守点検の分担 等

関係者連絡先



（参考２）学校施設を活用した放課後児童クラブの整備にかかる協定書（案）

施設・設備の
維持管理責任
区分を明確化

学校施設の不足で
学校運営に支障が
生じた場合の対応

・下記は文部科学省・厚生労働省の連名通知「放課後児童クラブの実施における学校施設の管理運営上の取決めについて」（R1.7.4）に
示された市長部局・教育委員会間の協定書案。

・タイムシェアの考え方が登場する前の通知だが、令和5年度通知でも「必要に応じて参考にされたい」と言及されている。
事故等に係る
責任の範囲の

明確化



学校施設の有効活用にむけたさらなる取組

余裕教室の活用、一時利用（タイムシェア）のいずれにせよ、
学校施設の有効活用において「学校の理解、協力」は最重要ポイント
校長だけでなく、教職員からの育成センターの待機児童対策への理解、協力が不可欠
教職員の新たな負担とならないよう、管理区分（責任）を明確にして進めます︕

令和６年度第１回総合教育会議資料より抜粋
（赤網掛けのみ加工）

学校の理解・協力を得つつ、全市的な取り組みとの整合性を持たせることが重要
本市として、学校施設の有効活用の取組をより一層進めていくこととしたい

学校施設のさらなる有効活用のための方針（案）

〇 将来の児童数減少に伴い発生する余裕教室の活用
〇 喫緊の対策として、特別教室等の一時利用（タイムシェア）

公共施設マネジメントにも留意しながら進める必要性
〇 学校施設の複合利用は、公共施設マネジメントの面からも重要な取り組みと位置付けられる。
〇 それだけに、全庁的な取り組みとも齟齬なく進めていくことが大切になる。
〇 公共施設マネジメント推進部会と、推進状況を共有し、密接に連携を取りながら進めます︕

学校施設のさらなる有効活用にむけて

※「特別教室」︓理科室や家庭科室など教科のために設けられた普通教室とは異なる教室をさします


